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金夜サイエンスカフェ
2024年 2月16日 @つくば駅前 

謝辞
経済産業省・国土交通省のプロジェクトの成果を含む

モビリティサービス
要するに移動手段を何とかしよう

～いろいろな考え方～

（国研）産業技術総合研究所
（筑波大学連携大学院准教授、東京理科大学連携大学院准教授）

橋本 尚久



7領域
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産総研の概要

にまたがる広範な研究体制

エネルギー・環境領域

生命工学領域

情報・人間工学領域

材料・化学領域

エレクトロニクス・製造領域

地質調査総合センター

計量標準総合センター

領域



• 自己紹介
• 背景（簡単に）
• モビリティサービス

• 概要と目的
• 全国の取り組みの紹介
• 関連する研究

• まとめと将来の課題

なるべく短く話しますので、もし詳しく知りたいことがあれば、
後ほど質問いただければと思います
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本日の内容



交通の課題
• エネルギー
• 渋滞
• 高齢ドライバ
• ドライバー不足
• 環境問題
• Co２
• 都市集中
• 交通事故
• インフラ維持管理
• EV化
• 自動車産業
• データ（DX)

みんなの移動手段の確保
新しいモビリティ（公共交通を含んだ）

をどう考えて、どう創っていくか
今日は モビリティサービスの話

（例）
高齢ドライバアンケート
•運転は継続したい
•安全で便利な移動手段
があれば利用したい

•免許返納を後悔している
（再取得はほぼ不可能という現実）

事故死者数

交通に関する課題（まとめ）
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モビリティって何？
〘名〙 移動性。流動性 （広辞苑）

• The ability to move easily from one job, area, or social class to another
• The ability to move easily (ロングマン英英辞典）

移動を便利にかつ持続的に効率的にするため
色々な実証が行われています

初めての挑戦や垣根を超えた挑戦など様々

Q. MaaSって知ってますか？
A. Mobility as a Service（本来は、支払いを便利に）

Q. CASEって知ってますか？
A. Connected, Automated, Shared & Service, 

Electrification
→ これらで解決できる問題だけではない

  

モビリティサービスの取り組み

経産省WEBページより
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/smart_mobility_challenge/index.html

https://www.ldoceonline.com/jp/dictionary/ability
https://www.ldoceonline.com/jp/dictionary/class


CASE時代を見据えて、５つのトピックで実証実験を開始
1.他の移動との重ね掛けによる効率化
2.モビリティでのサービス提供
3.需要側の変容を促す仕掛け（移動受容を喚起）
4.異業種との連携による収益活用・付加価値創出
5.モビリティ関連データの取得 交通・都市政策との連携
(6).  自動走行＋MaaS （移動を満たせば、自動・手動はあまり関係ない）
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運賃収受だけでなく
• 新たな付加価値により、それ以外の収入を増やす
• 効率よく運用し、コストを低減

モビリティサービスを実装するための
スマートモビリティチャレンジ



これまでのスマートモビリティチャレンジ
テーマ①移動サービスの最適化
テーマ②異業種との連携
テーマ③地域データ基盤との連携

凡例

その他（自動運転関係等）

福島県南相馬市、浪江町、双葉町（R2）

新潟県新潟市
（R1/R2/R5）

長野県塩尻市
（R2/R4）

東京都町田市（R2）

静岡市（R1/R2）

湖西市（R2）

尾三地区南部（R2）

兵庫県養父市（R2） 福井県永平寺町
（R1/R2/R3）

広島県庄原市（R2）

香川県三豊市
（R2/R3）

浜松市（R2）

常滑市（R2）

浪江町（R1/R4）

福島県会津若松市・茨城県日立市（R2/R3）

前橋市（R1）

神奈川県横須賀市（R1）

豊田市（R1/R3）

大津市（R1）

大分市（R1）

鹿児島県肝属三町（R1）

名古屋市（R4）奈良県川西町
（R4/R5）

愛媛県伊予市
（R4）

鳥取県大山町（R4）

北谷町
（R3/R4）

兵庫県播磨科学公園都市（R3）

仙台市(R3)

埼玉県入間市（R3/R4）

大阪市
（R3）

島根県美郷町（R3）

佐賀県基山町（R3）

三重県６町連携（R3/R4/R5）

日立市（R1）

春日井市（R1、R3）

千葉県館山市、南房総市（R5）

岡山県吉備中央町（R5）

福岡県福岡エリア（R5）

※下線ありは複数年採択

八重山諸島
（R5）

北海道上士幌町（R1/R2）

北海道北広島市（R2）江差町
（R4）

帯広市(R3)

室蘭市(R3)

沖縄県恩納村
（R4）

焼津市（R5）ほぼ全地域
この他にも
様々な実証
もある

令和元年～５年度の実証地域
（経産省事業のみ）



事例紹介



佐賀県基山町の取り組み:通勤・通学送迎サービス等の一体的運営
町内輸送の効率化に向け、時間帯別移動需要に応じて、同一
車両を高頻度シャトルバス、オンデマンド交通、通勤・通学シャト
ルバスに割り当てることで、サービス受容性や事業性を検証
モビリティ活用により収益向上等の効果が期待できる事業・施設
と連携（貨客混載等）した際の相乗効果についても検証
→ 地域内の移動サービスを統合し、実証実験と机上試算から
コスト削減効果を確認

A「他の移動との重ね掛けによる効率化」実証事業

静岡県湖西市の取り組み:湖西市企業シャトルBaaS
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町内輸送の効率化に向け、時間帯別
移動需要に応じて、同一車両を高頻度
シャトルバス、オンデマンド交通、通勤・
通学シャトルバスに割り当てることで、
サービス受容性
や事業性を検

スマートモビリティチャレンジ紹介

経産省WEBページより https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/smart_mobility_challenge/pdf/20220405_01_s01.pdf

経産省WEBページより抜粋



江差MaaSプロジェクト

B「モビリティでのサービス提供」実証事業
三重６町の取り組み:医療MaaSの取り組み

オンライン診療の実施により患者の診療所への
移動による身体的・時間的負担の軽減

６町における医療費増大の抑制を目的に、
6町でマルチパーパス車両(移動診療車)を
共同利用し、高齢者宅の近傍にて、オンラ
イン診療・オンライン受診勧奨を行い医療ア
クセス不良の解消可能性を検証
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D 「異業種との連携による収益活用・付加価値創出」実証事業

移動ポイントサービス・情報配信機能を持つ
スマフォアプリを用い、得られる人の移動デー
タを継続的に取得できる仕組みの構築。持
続可能な公共交通網の構築にむけ、公共
交通協議会でのデータとして活用することを
目標とし、移動データ利活用を探る

スマートモビリティチャレンジ紹介

経産省WEBページより https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/smart_mobility_challenge/pdf/20220405_01_s01.pdf

経産省WEBページより https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/smart_mobility_challenge/pdf/20230331_s01.pdf



ノウハウを共有するため、R1より知見集としてWEBに公開
（モビリティサービスにおけるテーマの分け方や導入に向けて考慮すべき情報や目標の考え方、
成功事例など）また、モビリティ関連データを一部共有し、トライアルの後押し

スマートモビリティチャレンジWEBサイトで公開

今日ご紹介しきれない実証地域についても、
掲載しております
2月28にシンポジウム ＋ スマつく発行

スマートモビリティチャレンジ推進協議会
（もうすぐ400の会員） 知見集成果
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関連研究一部紹介



（仮説）
モビリティサービスの有無により、生活範囲は広がるのか?
（Life Space Assessmentのスコアで評価)
→ 増える可能性

（仮説）
モビリティサービスの利用有無において、身体的な
活動量が増えるのか？
→ 増える可能性

Q モビリティサービスが普及すると人々にいいことがあるのか？

A  データから見ると一応、いいことがありそう

関連研究（移動の広がり）



移動目的と移動手段
家庭外での活動と活動遷移における

移動手段の役割を理解する

Q 利用者は、どんな移動手段でどんな行動をしている？

A 完全にモデル化は難しいが、
人の行動・移動モデルは作れる

Cluster 1
Car drivers, multiple activities (N = 3145; 15.36%)

Cluster 5
Car drivers, mainly work & shopping (N = 3063; 14.96%)

関連研究（人の行動分析）



家庭外での活動と活動遷移における
移動手段の役割を理解する

インタビューにより、アンケートでは見れない深堀を
調査・フィードバック
全体の利用者を向上させるアプローチも重要であるが、
細かい意見をフィードバックしていく

インタビューによる深堀調査
（定性的な評価）

新しいモビリティサービスにおける行動変容

利用促進
 途中から理由もなく使い始める利用者は少なかった
 モビリティサービス提供により、外出頻度が増加
 気兼ねない外出が可能になり、移動可能の拡大がみられる
 満足度が高い人は利用頻度が向上
 免許なし、自家用車なしの利用者への影響は高い
 自家用車利用者への影響は小さい
生活への波及効果
1. 帰宅後の疲れが少なく，帰宅後も家事や趣味の時間を取れた
2. 地域の交通への期待、地域への貢献と地域のつながり
3. 移動に不自由を感じている人ほどサービスの恩恵を受けやすい
4. QOLの向上を感じる

Q 利用者の本当の意見や変化は？

A 好意的な意見が多いが、行動を変えてもらうのは難しい

関連研究（評価のフィードバック）



持続的なモビリティの提供は喫緊の課題（特に地方）
・ 事業性（高齢者）
・ 既存サービス
・ 受容性（コロナ？）

Acceptance, Affordability, Feasibility
地域のリアルな課題を整理し、地域に最適な解決策がある！
自動運転、MaaS、EV、CASE
ツール・実現できる環境 （移動の社会考慮して、設計、計画する必要）
• 地域特有な課題に対してどうアプローチするか
• 正確なターゲットの把握
• 行政を巻き込む
• 行動変容までを考える必要（乗り物の代替では不可能）
• リアルな現実と必要最低限のサービス
• 実フィールドでのシステム導入による行動変容調査

急速な普及とそれから発
生する新サービス

モビリティもIoTの一部ととらえて考える必要はある
（ただし、移動には安全がある）

背景、プロジェクトにおけるモビリティサービスの一例紹介
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まとめ
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